	第１回　苑内研修報告書　　　　　　　　　　　　　　報告者：清水・村上

	講義内容：大牟田視察研修報告会　　　講師：高成恵里・中城真琴　　

	日　　時：平成19年5月30、31日（2日間）　　　17：30～18：00

	場　　所：南山苑４Ｆ　苑長室

	内　　容：①脳の健康を守る予防教室

　　　　　②地域認知症ケアコミュニケーション推進事業

　　　　　③認知症コーディネーター

　　　　　④地域認知症ケア(家族介護)教室

⑤絵本教室

⑥はやめ南人情ネットワーク

　　　　　・アンケート結果：総参加者　56　名（参加率　　％）
　　　　　　　　アンケート提出者　56名（回収率　100％）

1． 今回の研修内容について

· 分かりやすかった…39名

· 楽しかった…　　　4名

· 難しかった…      14名

· つまらなかった…   0名

· 無回答…           3名

（重複回答あり）

2． 研修を受けて役立つと感じた内容

· 徘徊ネットワークについて。

· 地域での認知症への取り組みの違いを感じた。

· 認知症は｢進行を遅らせる｣ではなく、｢予防する｣という考え方への転換は必要。

・認知症を子供たちにつたえるために絵本を作っていた事。

· 徘徊模擬訓練の実施や認知症コーディネーターの設置。

· 認知症予防のプログラム。

· 認知症の方を受け入れる環境作りがまず必要だと思った。

· 地域が高齢者を支えるということ。

3． 質問したいこと

· なぜ大牟田市ではこのような取り組みを始めたのか。

· 誰でもコーディネーターになれるのでしょうか。

· ＳＯＳシステムの利用者数はどのくらいか。

· 絵本はどのようにして手に入るのか。

· 大牟田市が高齢者に対する取り組みが盛んなのは、市長が取り組みを提案しているのですか。

· 徘徊のネットワークのマニュアルが欲しい。

· 具体的なプログラムの内容を知りたいです。

· 『予防する事』とは具体的にはどういうことですか。

4． 今後のテーマの希望

　・今後も研修報告会を続けて欲しいです。

· このあたりの地域で行っている認知症への対応と制度。

· 介護予防をもう少し詳しくやって欲しいです。



	５．　感想等

· 小学生への認知症への理解をしてもらおうというのはとても良いと感じた。次世代を担う子供たちに活躍してもらいたい。

· 認知症コーディネーターが大牟田市だけではなく、全国に広がり、もっと認知症のことを多くのひとに知ってもらいたいと感じた。

· 地域は一体となって介護に取り組み、新しいものを積極的に取り入れているのが印象的だった。

· 研修でパワーポイントを使うことで、よりわかりやすくて良かった。

· 徘徊してしまったときのマニュアルなど管理体制がしっかりしていると感じた。苑内にも、もしものときに備えてのマニュアルがみんなは周知しやすいところに置くべきであると感じた。

· はやめ南人情ネットワークはすばらしいシステムだと感じた。今後はかかせないものになると思う。

· 青仁会は地域との連携がまだまだ甘いんだと思った。

· 日々の業務の中で、『高齢者主体』を常に念頭において仕事をしていきたいと思った。

· 地域全体での認知症に対する取り組みが盛んであり、八戸でもこのように活発に取りくむことが出来たらと感じた。

· もっとたくさんの知識を身に付けたいと感じた。

· 大牟田市の良い所は取り入れていけたらといいと思った。
６．　今回の研修の反省点と今後の対応策

・今回から、パワーポイントを使用しての研修会であったが、職員はノート等を持参し、メモをとることが出来ていた。しかし、スライドが進むのが少し早かった為、メモを取る時間が短かった。

⇒事前に講師にメモをとる余裕を与えてくれるよう依頼する。口頭での説明もややゆっくりめにしてもらう。

・スライドを見ながら説明を聞き、研修態度は良かった。

・今回は視察研修の報告会であり、他の施設の実状を知り、興味が多きかったように感じる。そのため、質疑応答が多々あった。職員の意欲の高さを感じとれた。




